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ク  4） 」の前夜と呼ぶことができる。戦後の貿易の歴史の中でも激動期となる1970年当時の瀬戸の
輸出製品の特性を明らかにすることが，今回の目的となる。 
 1．意匠認証制度 
 　本制度は，輸出入取引法に基づく日本陶磁器輸出組合の「意匠協定  5） 」を法的な根拠とし，昭

















































年度／摘要 食　　器 ノベルティ 合　計申請 認証 申請 認証 申請 認証
昭和32年度 18,752 18,556 52,401 51,815 71,153 70,371
33 15,527 15,269 33,915 33,570 49,442 48,839
34 11,693 11,527 27,415 27,122 39,108 38,649
35 13,933 13,801 28,707 28,454 42,640 42,255
36 12,546 12,444 23,178 23,016 35,724 35,460
37 11,379 11,224 19,369 19,241 30,748 30,465
38 11,409 11,254 18,658 18,538 30,067 29,792
39 32,384 32,207 42,101 41,919 74,485 74,126
40 21,953 21,767 28,653 28,368 50,606 50,135
41 18,424 18,165 28,451 28,018 46,875 46,183
42 17,154 16,892 23,634 23,321 40,788 40,213
43 17,195 16,893 19,884 19,702 37,079 36,595
44 16,264 16,082 17,602 17,477 33,866 33,559
45 23,735 23,538 19,383 19,245 43,118 42,783
46 24,119 23,906 17,796 17,512 41,915 41,418
47 26,763 26,473 22,710 22,460 49,473 48,933
48 18,440 18,203 20,579 20,308 39,019 38,511
49 30,859 30,493 23,334 23,079 54,193 53,572
50 58,702 58,339 28,860 28,614 87,562 86,953
51 37,462 37,162 10,763 10,663 48,225 47,825





























品　　目 44年度 43年度 増　減
食　器　類 7,401点 6,010点 23.1％増
ノベルティ類 8,790点 8,166点 7.6％増
くすりがけモザイクタイル 1,047点 1,035点 1.1％増
裏　　　印 529点 416点 27.1％増
ペーパーマツシュ 409点 ―






















では七本松陶園，丸山陶器などが大手である  11） 」が，零細なメーカーが多いノベルティ分野は，
特に，過当競争が著しかったようである。 
 　その一方で，昭和45（1970）年に開催された大阪国際博覧会において，「TK名古屋人形会社の「名





















ノベルティ類に大別されている。（1）は，さらに「碗皿類（1 ― a）」「皿類（1 ― b）」「三揃類（1 ― c）」
「蓋物類（1 ― d）」「丼類（1 ― e）」「その他（1 ― f）」に細分類されている。同様に，（2）は，「置物類
（2 ― a）」「薬味入類（2 ― b）」「花入類（2 ― c）」「壁掛類（2 ― d）」「喫煙具類（2 ― e）」「燭立類（2 ― f）」「化







区分→ 生　　　産 輸出向出荷 国内向出荷
品種別↓ 数量（屯） 金額（千円） 数量（屯） 金額（千円） 数量（屯） 金額（千円）
電気用品 19,022 2,111,062 1,818 167,451 17,187 1,941,743
工業理化学 1,230 299,308 155 38,597 1,082 262,421
和飲食器 10,653 1,521,355 105 14,688 10,554 1,507,629
洋飲食器 16,087 2,844,664 14,367 2,562,668 1,880 310,318
玩具置物 21,321 4,929,628 19,515 4,555,801 1,801 372,861
衛生用品 961 70,941 841 58,644 102 11,566
タ　イ　ル 35,854 1,765,092 9,339 531,709 15,807 1,198,878
そ　の　他 1,468 167,734 162 23,872 1,395 154,041
合　　計 106,596 13,709,784 46,302 7,953,430 59,816 5,759,457
昭和41年度 89,389 8,352,792 43,837 4,759,032 45,825 3,528,154
昭和42年度 87,805 9,092,222 39,874 5,002,499 47,976 3,905,465
昭和43年度 92,455 10,519,731 45,263 6,199,336 47,194 4,538,355
昭和44年度 99,940 12,002,906 46,289 7,225,314 53.607 4,892,314





出された意匠認証申請書（No. 500001～ No. 506653）を分析  14） し，当時の製品特性を考察して
みたい。 
 　なお，瀬戸出張所に申請している企業の所在地を見てみると，7月（2日～ 31日）受け付け分
は合計467申請（No. 500001～ No. 500466，No. 500503 15） ）である。その内訳を見ると，所在地






















そ の 他 その他の食卓用および台所用品（徳利，さかずき，サジ，バターメルター，メジャーリング・カップ，その他カップ等）
ノベルティー類
置 物 類 置物，ガーデンセット，金魚モグリ等
薬味入類 塩胡椒入，薬味入等
花 入 類 花瓶，プランター，水盤等
壁 掛 類 壁掛（額皿を含む）
喫煙具類 煙草入，灰皿，ライターベース等























































 　それぞれについて詳細を見てみると，食器類については，「碗皿類（1 ― a）」が圧倒的に多いこ
とが分かる。食器類全体に占める「碗皿類」の割合は，約76％（7,532／ 9,963）を占めている。
その他では，「三揃類（1 ― c）（約9％；871／ 9,963）」「蓋物類（1 ― d）（約8％；799／ 9,963）」な
どが続くが，全体に占める割合は小さい。 
 　一方，ノベルティ類で最も多いのが，「置物類（2 ― a）（約46％；4,669／ 10,069）」である。
次に多いのが，「花入類（2 ― c）（約17％；1,724／ 10,069）」であり，以下，「雑品類（2 ― i）
（約9％；940／ 10,069）」，「燭立類（2 ― f）（約8％；790／ 10,069）」，「薬味入類（2 ― b）（約
7％；702／ 10,069）」，「喫煙具類（2 ― e）（約5％；513／ 10,069）」，「貯金入類（2 ― h）（約3％；
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年以降は，変動相場制」になった（『経済用語の基礎知識1999 ― 2000（1999）』ダイヤモンド社より）。 
















 11） 『日本陶業年鑑1971年版』（p81）より抜粋。 





後して認証番号が付されている。（No. 506500，No. 506522，No. 506523，No. 506524，No. 506525，No. 
506526，No. 506528，No. 506530，No. 506531，No. 506532，No. 506533，No. 506534，No. 506535，
No. 506536，No. 506577，No. 506583，No. 506653） 









 19） 科研申請における研究課題は，「文化と産業が融合する産業観光モデル構築に関する研究」である。 
